
っ
た
。
だ
が
、
限
ら
れ
た
紙
数
で
は
書
き
尽
く
せ
ぬ
数
々
の
苦

難
、
そ
し
て
死
線
を
越
え
る
こ
と
の
出
来
た
幸
運
は
生
涯
忘
れ

得
な
い
。

か
っ
て
こ
の
大
戦
を
、
単
に
軍
部
の
暴
挙
と
の
み
見
る
こ
と

を
私
は
好
ま
な
い
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
今
、
日
本
は
、
世
界
一

の
経
済
大
国
。
長
寿
国
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
戦
に
よ
っ
て
失

わ
れ
た
尊
い
命
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
幸
運
に
も
生
き
残
っ
た

我
々
こ
そ
、
今
日
の
平
和
で
豊
か
な
日
本
を
築
い
た
礎
で
あ
る

と
の
誇
り
を
持
ち
、
残
さ
れ
た
人
生
を
さ
ら
に
意
義
あ
ら
し
め

ん
た
め
に
も
、
精
一
杯
生
き
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

軍
国
一
色
青
少
年
時
代
回
想
記
　 

愛
媛
県
　
中
川
啓
夫
　 

私
は
大
正
前
期
に
生
れ
、
六
十
九
歳
で
、
子
供
五
入
、
孫
五

人
あ
り
、
今
の
社
会
で
い
う
高
齢
者
に
編
入
し
ま
し
た
。

昭
和
七
年
一
月
上
海
事
変
勃
発
、
そ
の
頃
よ
り
非
常
時
と
い

う
言
葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
小
学
校
の
運
動
会
に
も
軍

事
教
練
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
中
隊
、
小
隊
の
訓
練
を
し
ま
し
た
。

軍
国
主
義
の
歩
み
は
日
一
日
と
高
ま
り
下
校
し
て
家
に
帰
る
と

近
所
の
友
達
四
、
五
人
集
ま
れ
ば
兵
隊
ゴ
ッ
コ
が
始
ま
り
、
男

子
と
し
て
生
を
受
け
し
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
た
も
の
で
す
。

昭
和
十
二
年
七
月
支
那
事
変
勃
発
、
在
郷
軍
人
に
召
集
令
状

が
来
る
よ
う
に
な
り
入
営
兵
士
、
召
集
兵
士
を
万
歳
歓
呼
の
声

で
送
っ
た
も
の
で
す
。
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
と
申

し
ま
す
が
「
勝
っ
て
来
る
ぞ
と
勇
ま
し
く
」
の
軍
歌
を
、
元
気

一
杯
歌
い
見
送
っ
た
も
の
で
す
。

昭
和
十
三
年
頃
に
な
り
ま
す
と
勇
ま
し
く
送
り
し
勇
士
の
無

言
の
凱
旋
が
始
ま
り
ま
し
た
。
歌
は
「
軍
国
の
母
」「
…
…
生

き
て
帰
る
と
思
う
な
よ
白
木
の
箱
が
届
い
た
ら
…
…
」

。
悲
し

み
の
中
に
も
勇
気
百
倍
、
今
度
は
僕
達
の
番
だ
と
意
気
高
揚
し

ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
五
月
ノ
モ
ハ
ン
事
変
勃
発
、
親
族
に
も
元
陸
軍

航
空
准
尉
辰
己
清
重
氏
も
空
中
戦
に
て
ノ
モ
ハ
ン
の
華
と
散
り

ま
し
た
。
そ
の
頃
、
海
軍
航
空
隊
を
讃
え
る
歌
は
、

密
雲
低
く
た
れ
こ
め
て
、

古
都
南
京
の
暗
き
空
、



突
如
と
起
こ
る
爆
音
は
、

あ
あ
我
が
海
軍
の
爆
撃
隊

そ
の
頃
に
な
り
ま
す
と
若
き
血
は
燃
え
て
、
い
て
も
た
っ
て

も
た
ま
ら
な
い
気
持
ち
で
お
国
の
た
め
と
思
い
、

昭
和
十
四
年
、

広
島
海
軍
工
廠
に
入
廠
す
べ
く
試
験
を
受
け
、
合
格
通
知
と
共

に
入
廠
。
桜
に
錨
の
帽
章
を
付
け
た
時
の
喜
び
は
今
で
も
忘
れ

ざ
る
思
い
出
で
す
。

一
ヵ
月
の
基
本
教
育
を
受
け
航
空
機
部
に
編
入
さ
れ
、
当
時

九
七
式
艦
上
攻
撃
機
の
組
み
立
て
で
多
忙
を
極
め
ま
し
た
。
週

に
二
日
は
廠
内
の
青
年
学
校
に
て
訓
練
を
受
け
る
。
訓
練
は
す

べ
て
海
軍
式
〔
海
軍
下
士
官
の
指
導
）
で
し
た
。
そ
れ
も
そ
の

筈
、
廠
長
海
軍
少
将
、
各
工
場
長
は
海
軍
大
佐
と
い
う
顔
ぶ
れ

で
し
た
。
工
員
三
万
人
と
の
こ
と
。
昼
休
の
時
間
に
海
岸
に
出

る
と
、
前
は
広
島
海
軍
航
空
隊
で
水
上
機
の
発
着
の
訓
練
、
高

等
飛
行
、
空
中
戦
な
ど
の
猛
訓
練
の
毎
日
で
し
た
。
こ
れ
を
見

て
私
達
若
者
は
奮
起
せ
ざ
る
に
は
お
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

五
尺
の
身
命
を
国
に
捧
げ
る
覚
悟
が
出
来
ま
し
た
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
退
廠
、
昭
和
十
六
年
陸
軍
に
志
願
し
、

甲
種
合
格
で
、
昭
和
十
七
年
二
月
十
日
関
東
軍
要
員
と
し
て
西

部
三
十
三
部
隊
（
徳
島
）
に
入
営
の
日
を
待
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
。
米

英
に
対
し
て
宣
戦
布
告
、
日
本
軍
の
各
戦
場
に
お
け
る
戦
果
の

大
本
営
発
表
の
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
明
け
暮
れ
の
毎

日
で
し
た
。

時
期
到
来
、
前
記
部
隊
に
入
隊
す
べ
く
昭
和
十
七
年
一
月
九

日
、
村
民
多
数
の
お
見
送
り
を
戴
き
、
お
別
れ
の
挨
拶
の
中
で

「
海
行
か
ば
」
を
高
唱
し
、
別
れ
を
告
げ
、
故
郷
を
後
に
し
ま

し
た
。
十
日
午
前
九
時
入
隊
、
第
二
機
関
銃
中
隊
福
見
隊
に
編
入
さ

れ
陸
軍
二
等
兵
と
な
る
。
い
よ
い
よ
兵
隊
と
し
て
の
す
べ
て
の

基
本
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
銃
器
の
分
解
、
組
み
立
て
操
作
、

内
務
行
事
な
ど
に
秒
を
争
う
毎
日
で
一
日
の
日
の
長
さ
。
十
日

も
過
ぎ
る
頃
に
は
整
列
ビ
ン
タ
も
そ
こ
こ
こ
に
始
ま
る
。

四
月
、
一
期
の
検
閲
を
終
え
、
満
州
百
六
十
六
部
隊
二
十
大

隊
一
中
隊
に
轉
属
の
た
め
、
思
い
出
深
き
徳
島
三
十
三
部
隊
を

後
に
す
る
。
時
に
四
月
二
十
八
日
。
五
月
五
日
前
記
中
隊
（
佐

藤
隊
）
に
編
入
さ
れ
た
。
三
年
兵
石
川
県
、
二
年
兵
山
形
県
、

初
年
兵
愛
媛
県
と
い
う
編
成
の
中
、

同
郡
同
町
の
者
等
お
ら
ず
、



愛
媛
県
東
宇
和
郡
で
は
私
た
だ
一
人
と
い
う
有
様
で
、
現
役
ば

か
り
の
部
隊
（
独
歩
）
で
あ
り
ま
し
た
。

編
入
の
記
念
写
真
を
撮
り
、
中
隊
全
員
の
会
食
と
な
り
、
終

っ
て
気
長
く
一
服
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
急
に
古
年
兵
の

悪
さ
が
始
ま
り
、「
初
年
兵
さ
ん
よ
南
国
四
国
か
ら
来
て
南
方

ぼ
け
す
る
な
よ
」
と
の
口
上
と
共
に
食
器
も
ろ
と
も
机
が
ヒ
ッ

ク
リ
返
さ
れ
、
内
地
よ
り
ま
だ
ま
だ
酷
い
仕
打
ち
を
受
け
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
も
負
け
ず
、
戦
場
に
お
い
て
勇
猛
果
敢
に

行
動
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
根
性
作
り
だ
と
考
え
、
腹
も
た
て

ず
ひ
た
す
ら
軍
務
に
精
進
致
し
ま
し
た
。

私
も
昭
和
十
八
年
二
月
三
日
下
士
官
候
補
者
と
な
り
、
関
東

軍
歩
兵
科
第
一
下
士
官
候
補
者
隊
（
旅
順
）
に
入
隊
、
分
隊
長

と
し
て
の
教
育
を
受
け
、
南
洋
第
二
支
隊
臨
時
編
成
（
甲
）
下

令
に
よ
り
原
隊
（
寧
安
県
横
道
河
子
）
に
帰
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
陸
軍
伍
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
南
洋
第

二
支
隊
第
二
大
隊
第
四
中
隊
第
一
小
隊
の
連
絡
係
下
士
官
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
昭
和
十
八
年
十
二
月
三
日
北
満
横
道
河
子
を
後
に

し
一
路
南
方
へ
と
向
か
う
、
そ
の
間
、
洋
上
三
十
日
、
昭
和
十

九
年
一
月
三
日
南
洋
委
任
統
治
領
ク
サ
イ
島
に
着
く
。

上
陸
し
て
ま
ず
二
十
日
間
は
平
穏
な
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
束
の
間
、
Ｂ24

の
飛
来
と
な
り
、
銃
爆
撃
の
繰
り
返
し

の
毎
日
と
な
る
。
こ
れ
に
も
慣
れ
て
、
我
が
命
、
今
日
も
残
り

し
や
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
食
糧
も
無
く
、
爆
弾
投
下
、

機
銃
掃
射
を
受
け
た
後
、
浜
に
出
て
魚
拾
い
、
海
ヘ
ビ
、
山
に

入
り
て
は
シ
ダ
の
芽
、
タ
ラ
イ
モ
採
り
と
い
う
原
地
自
活
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。
何
一
つ
の
補
給
も
無
く
勤
務
以
外
は
軍
服

も
着
用
な
ら
ず
、
裸
一
貫
、
も
ち
ろ
ん
素
足
で
階
級
章
は
褌
の

紐
に
判
任
官
二
等
陸
軍
軍
曹
で
あ
り
ま
す
。

島
に
は
何
万
本
と
あ
る
椰
子
の
実
も
自
由
に
採
る
こ
と
も
出

来
ず
、
統
制
物
資
と
な
り
、
監
視
の
目
は
次
第
に
厳
し
く
、
監

視
に
監
視
が
い
る
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
こ
れ
を
乱
し
た
る
者

は
免
官
降
等
の
厳
し
さ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
兵
隊
と
夜
は
隠
密

破
壊
攻
撃
を
行
う
と
い
う
と
喜
ん
で
、
そ
の
準
備
を
す
る
（
カ

ラ
オ
の
綱
に
て
椰
子
の
実
を
吊
り
下
げ
る
）

。
今
日
の
作
戦
は

強
行
突
破
で
あ
る
（
爆
撃
投
下
に
合
わ
せ
て
椰
子
の
実
を
す
早

く
蹴
り
落
す
）

。
こ
の
よ
う
に
上
司
の
目
を
か
す
め
悪
い
こ
と

も
し
ま
し
た
。
背
に
腹
は
替
え
ら
れ
な
い
の
た
と
え
、
我
れ
に

腹
一
杯
の
お
米
の
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
た
ら
、
こ
の
命
に
何
の
未



練
も
無
い
と
一
様
に
答
え
る
兵
隊
達
で
あ
っ
た
。

命
長
ら
え
て
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
九
日
奮
戦
苦
闘
の

島
ク
サ
イ
島
を
後
に
す
る
。

昭
和
二
十
年
十
二
月
浦
賀
港
上
陸
復
員
し
ま
し
た
。
花
の
青

春
ク
サ
イ
で
暮
れ
て
今
じ
ゃ
故
郷
で
お
百
姓
で
す
。

次
に
平
成
元
年
世
界
平
和
を
祈
念
し
て
作
り
し
歌
を
披
露
し

ま
し
て
筆
を
お
き
ま
す
。

平
成
の
世
に
、
四
方
の
海
原
　
浪
立
て
ず

天
津
国
々
　
幸
ぞ
多
か
れ

幾
万
の
英
霊
に
対
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。




